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医工学は、医療先進国において発達した医学と工学との融合的領域

multidisciplinary fieldに対して与えられた概念であり，医学を科

学専一的に見ようとする。補完代替医療は現代では地球上の80％に

及ぶ人口に適用されているが，必ずしも現代科学的には理解されな

い，すなわち非科学医療である。両者の関係を考えるときのキーワ

ードのひとつは，‘科学’である。原理主義的に極論すれば，科学の特
性としての排他的思考傾向にしたがうと、両者の接面はないはずで

ある。ところが現実に利用されている医工学と補完代替医療との間

には接面が存在する。それには，3つの要因を考えることができる。

第１は，“科学的’”“科学性”などは通常極めて厳格な定義を持っ
ているように考えるが，実際には，不明確・曖昧・いい加減に使用

されている現代科学のもつ緩やかな本性が、補完代替医療の入り込

む隙を許しているのである。第2には，補完代替医療が現代社会で臨

床応用されるとき，“科学的らしさ”を装わなければならないこと

にある。第3には，科学に対する評価の変容が考えられる。かって，

科学的であることが絶対的な価値を持ち，真理の象徴とさえ考えら

れたが，現代ではその評価が揺らぎつつある。両者の接面をより大

きくすることに対する最大の難関は，補完代替医療においては施療

者と被施療者間の感性の交流を重視するのに対して，科学的医療に

おいてはそれを非科学的として否定する傾向にあることであろう。

ロボットは，現代医工学の粋を凝らしたものであるが，補完代替医

療の重要な特性である感性・感情・精神・霊性を備えていない。あ

る種の人工臓器に見られるような生命を持った生物学的要素を利用

しなければ，純機械的なロボットでは純粋な意味で補完代替医療に

は踏み込むことができないのではないか。Transdisciplinayな立場

から感性そのものを科学的に理解・説明できるようになるか，ある

いは，精神作用を“先行的了解事項”として科学的禊を済ませるこ

とによって両者の広い交流が可能になると考えられる。 

 

 



 


